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 『京都大学高等教育叢書 12』（2001年 12月）によれば、工業化学科・地球工学科・物理工
学科の FDシンポジウムでは教官が学生の役割を演じる形で教官と学生の討論が行われた。
また建築学科・電気電子工学科の FDシンポジウムも同様であった。それに対して、今回は
学生が実際に参加した（M1が 4名、M2が 1名、D2が 1名、4回生が 1名）。 






















































































































































































学の勉強や宿題をする」子どもの割合もわずか 4年の間に 13ポイント減少して 59％になっ

































周辺参加 (legitimate peripheral participation: LPP)」論がある（Lave & Wenger, 1991）。これは、
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